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特 集

吉備中央町
住んでみられぇ

　2019年４月、吉備高原都市にPFI事業により吉備中央町有住宅吉備高原団地が完成しま
した。住宅の完成に伴い、より快適な環境を創設し、吉備中央町の定住人口の増加や地域
活性化を目指します。

［事業目的］
　この事業は「第２次吉備中央町総合計画」に基づき、
PFI法を活用し民間のノウハウによる質の高いサービ
スの導入や町財政の平準化等を図りつつ、吉備中央町
の定住人口の増加に資する住宅等の整備を行うことを
目的としています。
　特に以下の４点の事項に配慮し実施しています。
①　良質なサービスの提供及びコストの縮減
　�　民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用した
効率的かつ効果的な設計、建設、工事監理及び維持
管理・運営を行うことにより、良質な住環境・生活
環境サービスの提供を図っています。

②　周辺環境との調和
　�　建築の意匠や外構の整備等において、周辺環境と
調和した整備を行っています。

③　地域経済の活性化
　�　町内企業や町民の参入による地域経済への貢献が
なされるよう配慮しています。

④　子育て支援
　�　安心して子どもを生み、育てることができ、かつ、
子どもが健やかに成長できる環境づくりを進めるた

め、間取りやコミュニティスペース、プレイスペー
スなど、子育てに適した施設となるよう配慮してい
ます。

［PFI事業とは］
　PFI（Private Finance Initiative）事業とは、民間
の資金と経営能力・技術（ノウハウ）を活用し、公共
施設等の設計・建設・改修・更新や維持管理・運営を
行う公共事業のことです。この手法を行うことにより、
コスト削減や質の高い公共サービス提供が期待される
だけでなく、民間の事業機会を創出することにもつな
がります。

［完成までの経緯］
平成30年１月15日	 実施方針の公表、説明、質疑応答

２月26日	 募集要項の公表、説明、質疑応答
２月26日	 特定事業選定の公表、公募公告

	 （公募型プロポーザル方式で選定）
４月27日	 参加表明書、提案書の受付
７月12日	 提案プレゼン（４事業者）、審査委員会
７月25日	 優先交渉権者の選定、決定、公表
８月10日	 事業契約締結

平成31年４月11日～入居者募集
４月30日	 施設完成（引き渡し）

令和元年５月１日	 維持管理・運営開始
平成30年10月４日安全祈願祭の様子

住　　民
良質で快適な公共
サービスの享受

地方自治体
低廉で良質な 
サービスの提供

PFI事業者
新しい事業機会 
の創出
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単身向け（10戸）

ファミリー向け（14戸）

■ 間取り　１K
■ 住戸面積　37.48㎡
■ バルコニー面積　4.15㎡
■ 住戸設備
　 •ユニットバス
　 •ウォークインクローゼット
　 •洋式便器（ウォシュレット）

■ 間取り 3LDK（メゾネットタイプ）
■ 住戸面積　78.49㎡
■ バルコニー面積　8.55㎡
■ 住戸設備
　 •ユニットバス
　 •洋式便器（ウォシュレット）
　 •階段に手すり
■ 家　賃　61,000円／65,000円 
� （月額）

※�図面は現況とは異な
る場合があります。

■ 家　賃　40,000円（月額）
■ 敷　金　家賃の１ヵ月分
■ 礼　金　なし
■ 共益費　なし
■ 駐車場　3,000円（月額）

■ 敷　金　家賃の１ヵ月分
■ 礼　金　なし
■ 共益費　なし
■ 駐車場　
　１台目3,000円（月額）
　２台目2,000円（月額）

1階 2階

❶

❷

❶ ❷

❸ ❹

❹

❸

※�図面は現況とは異な
る場合があります。

お問い合わせ先
■ 株式会社合人社計画研究所　岡山支店
　 〒700-0815　岡山市北区野田屋町1-1-15
　 ☎086－227－3610（営業時間9：00～18：00） 086－227－3559
■ 吉備中央町　建設課　建設班　☎0866－54－1319
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ハートフルタウン
～分譲中～

自然
豊かな

緑に囲まれて、思いを澄ます

心休
まるま

ちで、人生の洗濯と選択を

◇ハートフルタウン分譲地
　ハートフルタウン　販売価格　361.5万円～634.6万円
　　　　　　　　　　土地面積�　381.36㎡（115.36坪）�

～606.18㎡（183.37坪）
� ※販売価格は補助金交付後の金額です。
◇ハートフルタウン概要
所 在 地　岡山県加賀郡吉備中央町上田東
　　　　　（道の駅かもがわ円城から徒歩３分）
交通機関　JR岡山駅から車で約60分（37㎞）
　　　　　山陽自動車道岡山ICから車で約50分（33㎞）
　　　　　岡山自動車道賀陽ICから車で約25分（20㎞）
　　　　　岡山桃太郎空港から車で約30分（23㎞）
教育機関　円城幼稚園　約1.5㎞
　　　　　円城小学校　約1.5㎞（円城幼稚園と隣接）
　　　　　加賀中学校　約13.5㎞（スクールバス対応）
　　　　　※高校は岡山学区（高梁高校は調整区域）

設　　備　区画道路　幅員６ｍ
　　　　　上　水　道　公営上水道（町水道課）
　　　　　下　水　道　集中合併汚水処理（町定住促進課）
　　　　　ガ　　　ス　プロパンガス
　　　　　ネット環境　CATV
設備に関する負担金等（毎月の使用料等は別途）
　　　　　上水道接続負担金　345,000円（20㎜口径）
　　　　　下水道接続負担金　不要
そ の 他　電柱・電線等の位置の変更はできません。
　　　　　分譲価格30％相当の補助金があります。
分譲区画数　23区画の内８区画

【お問い合わせ先】
　定住促進課　定住促進班　☎0867－34－1116

定住奨励金・補助金制度のお知らせ
　岡山県が分譲する吉備高原都市住区、町が分譲するハートフルタウンに住宅を新築し、定住の意思を持っ
て居住される方に奨励金・補助金を交付しています。

【住宅取得奨励金】
金　額　等 交付対象要件等

基本額70万円
（一括交付）

【交付対象要件】
⃝�平成26年１月１日から令和２年３月31日までに、吉備高原都市またはハートフル
タウンの分譲地に新築（建築日から１年未満の未入居のものを含む）された方
⃝�固定資産税が最初に賦課された年の１月１日において申請者の年齢が50歳以下であ
ること
＊その他にも、対象要件がありますので事前にご確認ください。

【申請期限】
⃝�対象住宅に係る固定資産税が最初に賦課された年の４月１日から同年８月末日まで

【宅地分譲購入補助金制度】
交　付　額 交付対象要件等

分譲価格に
30パーセントを乗じた額

（千円未満の端数は切り捨て)

【交付対象要件】
⃝�住宅(社宅、建売住宅、賃貸住宅を含む)を新築する目的で、ハートフ
ルタウン宅地分譲地を購入された個人または法人の方
⃝延べ床面積が50㎡以上の住宅であること
⃝分譲後３年以内に住宅の建築に着手していること

お問い合わせ先 　定住促進課　定住促進班　☎0867－34－1116
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吉備高原都市住区
～分譲中～

緑に
つつま

れた自然環境と安全で

豊か
なくらしが共生するまち

◇吉備高原都市住区
東・西住区　販売価格　280.7万円～816.9万円

　土地面積�　301.84㎡（91.30坪）�
　～1027.57㎡（310.83坪）

※東・西住区以外にも南・北住区があります。
◇吉備高原都市住区　概要
所 在 地　岡山県加賀郡吉備中央町上野、吉川、湯山地内
交通機関　�JR岡山駅から中鉄バスリハビリセンター行

き乗車約70分
�JR伯備線備中高梁駅から備北バス吉川行き
乗車約50分
JR岡山駅から車で約45分(40㎞)
岡山自動車道賀陽ICから車で約15分（13㎞）
岡山桃太郎空港から車で約20分（16㎞）

教育機関　吉備高原こども園(吉備高原都市内)
吉備高原小学校(吉備高原都市内)
加賀中学校　約５㎞（スクールバス対応）

設　　備　区画道路　幅員６ｍ～
上　水　道　公営上水道（町水道課）
下　水　道　公共下水道（町水道課）
ガ　　　ス　プロパンガス
ネット環境　CATV

設備に関する負担金等（毎月の使用料等は別途）
�上水道接続負担金
160,000円（13㎜口径）＊消費税は別途
下水道接続負担金　不要

分譲区画数　�851区画　�南・北住区�
（自然型／152、造成型／279）
東・西住区（造成型／420）

【お問い合わせ先】
　岡山県県民生活部　中山間・地域振興課 

☎086－226－7268

　下加茂プレーパークには既存の農園を活用し、レクリエーションとしての農作業ができる貸農園があります。
農業を通じて身近な自然体験の場として利用してみませんか？
●利用期間
４月１日から３月31日までの１年間で、空き区画があればいつでもご利用可能です。（利用期間の更新も可能

です）
●利用可能区画・利用料
令和元年６月１日現在、30区画中10区画が利用できます。
•区画面積　43㎡～116㎡
•利用料（年額）310円～930円
※区画により面積・利用料は異なります。
詳しくは、建設課にお問い合わせください。

体験農園の様子

畑を耕して、実りある生活を！
下加茂プレーパーク体験農園利用者募集について

お問い合わせ先 　建設課　建設班　☎0866－54－1319

町内外を問わずご利用で
きます！
興味のある方は、お気軽
にお問い合わせください。
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岡
山
県
防
犯
協
会

�

功
労
団
体
表
彰
受
賞

まちの話題まちの話題
わ
か
ば
賞
伝
達
式

住
民
主
体
の
通
い
の
場
を
視
察

龍
王
焼
池
田
美
勝
展

　
５
月
22
日
、
地
域
の
防
犯
活
動
に
貢
献
し

た
個
人
・
団
体
に
贈
ら
れ
る
岡
山
県
防
犯
協

会
功
労
表
彰
授
章
式
が
岡
山
県
庁
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
岡
山
北
警
察
署
管
内
で
は
、
津
賀

地
区
連
合
住
民
会
が
功
労
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
津
賀
地
区
連
合
住
民
会
で
は
、
安
全
で
安

心
な
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
自
動
車

に
青
色
回
転
灯
と
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

中
」
と
書
か
れ
た
シ
ー
ル
を
装
着
し
、
８
名

で
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
小
・
中
学
生
の
登
下
校
に
合
わ

せ
た
見
回
り
と
犯
罪
防
止
、
少
年
健
全
育
成

の
た
め
の
「
お
は
よ
う
」「
お
か
え
り
」
等
の

声
か
け
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
が

認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
５
月
９
日
、
青
少
年
の
善
意
あ
る
行
為
を

た
た
え
る
「
県
わ
か
ば
賞
」
の
伝
達
式
が
加

賀
中
学
校
で
行
わ
れ
、
内
田
吉
紀
さ
ん
（
２

年
生
）
に
賞
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
岡
山
県
青
少
年
相
談
員
の
堀
井
正

起
さ
ん
（
北
）
の
推
薦
に
よ
り
、
内
田
さ
ん

の
行
動
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　
内
田
さ
ん
は
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
に
中
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
毎
週
通
い
、
子
ど
も
の

見
守
り
や
遊
具
の
消
毒
作
業
、
施
設
の
清
掃

な
ど
を
手
伝
っ
て
き
ま
し
た
。
賞
を
受
け

「
１
年
間
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
の
は
嬉
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も

た
ち
が
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
、

来
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
環
境
を
作

っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
５
月
10
日
か
ら
13
日
ま
で
、
賀
陽
庁
舎
町

民
ホ
ー
ル
に
て
龍
王
焼
池
田
美
勝
展
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
陶
芸
研
究
家
池
田
美
勝
さ
ん

は
町
内
北
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
滋
賀
県
信

楽
で
修
行
さ
れ
、
岡
山
市
で
龍
王
焼
と
名
付

け
独
自
の
技
法
で
作
品
を
制
作
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
作
品
に
は
貝
殻
、
植
物
等
が
原
材

料
と
な
っ
た
釉ゆ

う
や
く薬
を
使
用
さ
れ
て
お
り
、
色

味
や
手
触
り
な
ど
様
々
な
陶
器
が
展
示
し
て

あ
り
ま
し
た
。

　
42
年
間
の
集
大
成
と
し
て
郷
土
で
の
展
示

会
を
希
望
さ
れ
、
地
元
有
志
に
よ
り
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
今
回
の
展
示
会
開
催
に
至

り
ま
し
た
。
多
彩
な
作
品
の
数
々
が
来
場
者

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
カ
パ
ス
町
か
ら
福
祉

関
係
者
約
20
名
が
来
町
さ
れ
、
４
月
９
日
に

上
加
茂
の
通
い
の
場
『
に
こ
に
こ
茶
屋
』、４

月
18
日
に
円
城
の
通
い
の
場『
も
も
カ
フ
ェ
』

を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
日
と
も
笑
い
が
こ
ぼ
れ
る
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
情
報
交
換
や
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
は
つ
ら
つ
元
気
体
操
な
ど
を
通

じ
て
交
流
を
深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

にこにこ茶屋で楽しい交流 ももカフェで一緒に体操
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●Topics of the Town●

国
際
化
推
進
協
会
総
会

及
び
研
修
会

加
賀
中
学
校
あ
い
さ
つ
運
動

愛
育
委
員
会
・
栄
養
改
善
協
議
会

総
会
並
び
に
合
同
研
修
会
開
催

主
基
田
　
お
田
植
祭

　
５
月
16
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会

館
で
、
吉
備
中
央
町
国
際
化
推
進
協
会
総
会

及
び
研
修
会
が
開
催
さ
れ
会
員
等
約
50
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
ま
ず
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
は
何
し
に

吉
備
中
央
町
へ
？
」
と
題
し
た
研
修
会
が
行

わ
れ
、
町
内
在
住
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン　
ブ
レ
ン

ト
さ
ん
（
カ
ナ
ダ
国
籍
）
と
サ
チ
ダ
ナ
ン
ド

ク
ン
バ
ー
ル
さ
ん
（
イ
ン
ド
国
籍
）
が
、
移

住
の
経
緯
や
母
国
の
文
化
に
つ
い
て
語
ら
れ

ま
し
た
。

ロ
ビ
ン
ソ
ン
さ
ん
は
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー

（
持
続
可
能
な
生
活
）を
求
め
て
旅
を
し
て
お

り
、
吉
備
中
央
町
に
滞
在
し
た
際
、
妻
の
真

由
美
さ
ん
の
ア
ト
ピ
ー
が
改
善
さ
れ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
移
住
を
決
心
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
す
。「
こ

の
町
の
素
晴

ら
し
い
こ
と

は
ギ
フ
ト
カ

ル
チ
ャ
ー

（
物
々
交
換
）

が
あ
る
こ

と
」
と
話
さ

れ
て
お
り
、

日
常
の
何
気

な
い
文
化
の

良
さ
を
教
わ

り
ま
し
た
。

　
５
月
18
日
、
豊
野
小
学
校
５
年
生
と
保
護

者
、
主
基
田
保
存
会
員
約
30
名
が
集
ま
り
、

お
田
植
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
基
田
で
は

平
安
の
昔
か
ら
天
皇
の
皇
位
継
承
時
に
執
り

行
わ
れ
る
「
大だ

い
じ
ょ
う
さ
い

嘗
祭
」
に
献
上
す
る
お
米
を

栽
培
し
た
由
来
が
あ
り
、
平
成
２
年
の
大
嘗

祭
に
は
献
上
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
毎
年
、
主
基
田
の
保
存
と
交
流
を
兼
ね
て

田
植
え
体
験
を
行
っ
て
お
り
、
児
童
た
ち
は

素
足
で
田
ん
ぼ
に
入
り
、
保
存
会
の
方
に
教

わ
り
な
が
ら
丁
寧
に
苗
を
植
え
て
い
ま
し

た
。

　
５
月
16
日
、
加
賀
中
学
校
で
あ
い
さ
つ
運

動
が
行
わ
れ
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と
関
係

者
約
60
名
が
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

生
徒
と
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し

ま
し
た
。
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
生

徒
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
下
を
向
く
生
徒
、
顔

見
知
り
の
委
員
を
見
つ
け
て
手
を
振
っ
て
く

れ
る
生
徒
。
様
々
な
反
応
に
、
生
徒
た
ち
の

心
に
寄
り
添
う
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
13
日
に
は
、
岡
山
県
下
一
斉
に
民

生
委
員
児
童
委
員
の
あ
い
さ
つ
運
動
が
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
小
学
校
を
訪
問
し
ま

し
た
。
小
学
校
で
は
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
あ
い
さ

つ
を
交
わ
す
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気

を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
11

日
、
吉
備
中

央
町
農
業
振

興
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、

令
和
元
年
度

吉
備
中
央
町

愛
育
委
員

会
・
栄
養
改

善
協
議
会
総

会
並
び
に
合

同
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
総

勢
１
４
４
名
の
参
加
が
あ
り
、
開
会
行
事
の

後
、
合
同
研
修
会
と
し
て
岡
山
県
備
前
保
健

所
徳
山
雅
之
所
長
に
よ
る
「
愛
育
委
員
・
栄

養
委
員
活
動
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
地
域
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
中
で
無
理
な
く
楽

し
く
活
動
を
し
て
欲
し
い
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
任
期
１
年
目
の
委
員
の
方
は
肩
の
力

を
少
し
抜
く
こ
と
が
で
き
、
前
向
き
に
な
れ

た
様
子
が
見
ら
れ
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な

っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会

場
に
分
か
れ
総
会
行
事
が
行
わ
れ
、
今
年
度

の
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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役場からのお知らせ

消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
消
費
生

活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。「
困
っ
た
な
」
と
思
っ

た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
相
談
を
!!

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
は
が
き
、携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
不
当
請
求
・
架
空
請
求

・
消
費
者
金
融
の
多
重
債
務

・
そ
の
他
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※
匿
名
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
課　
戸
籍
住
民
班

☎
０
８
６
６

−
５
４

−

１
３
１
６

行
政
・
福
祉
相
談

　
行
政
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相
談
）

を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。年

金
相
談

　
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る
年

金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本
年
金
機

構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職
員
が
お
答
え

し
ま
す
。

【
日
時
】　
７
月
18
日
㈭

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
会
場
】　
加
茂
川
庁
舎
相
談
室

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
７
月
17

日
㈬
正
午
ま
で
に
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。（
受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
課　
戸
籍
住
民
班

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

「
緑
の
募
金
緑
化
事
業
」に
よ

る
苗
木
の
申
請
に
つ
い
て

　
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
実
施

し
ま
し
た
「
緑
化
募
金
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
５
月
末
現
在
６
８
５
，
１
８
０

円
の
募
金
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
は
、
森
林
の
整
備
・
緑
化

の
推
進
に
役
立
て
ら
れ
る
ほ
か
、
吉
備

中
央
町
へ
配
分
さ
れ
地
域
の
緑
化
活
動

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
地
域
で
公
民
館
・
ご
み
収

集
場
所
・
道
沿
い
等
の
環
境
美
化
や
整

備
な
ど
を
行
わ
れ
る
場
合
、
サ
ク
ラ
や

ツ
ツ
ジ
な
ど
の
苗
木
（
一
部
花
の
苗
を

含
み
ま
す
）
を
配
布
し
ま
す
。

　
苗
木
を
希
望
さ
れ
る
自
治
会
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
７
月
12
日
㈮
ま
で
に
農

林
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
は

自
治
会
か
ら
の
み
の
受
付
と
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
ご
希
望
の
本
数
ど
お
り
に
配

布
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
農
林
課　
林
業
振
興
班

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
８

相　
　
談

日　　時 　７月６日㈯　10：00～11：30
場　　所 ロマン高原かよう総合会館　トレーニングルーム
講　　師 　OSKインストラクター
持 ち 物 　バスタオル、飲料水、室内用靴、運動のできる服装
そ の 他 　

お問い合わせ先 　協働推進課　地域振興班　☎0866－54－1301

シェイプアップ教室この夏は魅せる体づくり！

日時 ７月25日㈭　午前９時～正午

会場 ハートオブ
おかやま会館 吉川公民館

内容 行政・福祉 行政・福祉

●お問い合わせ先
住民課　戸籍住民班� ☎0866-54-1316
㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎0867-34-1522

日　
に　
ち

会　
　
　
場

７
月
２
日
㈫

賀
陽
庁
舎
相
談
室

７
月
16
日
㈫

加
茂
川
庁
舎
相
談
室
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INFORMATION FROM OFFICE

ラウンドアバウト（環状交差点）が導入されます
　ラウンドアバウトは、８月１日からの供用開始予定ですが、交差点の改良工事中も通行止めを行わず、ガード
マンの案内により通行しながら、通行方法に慣れるための運用を行います。
　信号機設置の交差点と異なることから、事前に町民の方へ通行方法をお知らせします。

至 岡山市

国立吉備
青少年自然の家

ふるさと農道

きびプラザ
さんさん広場

吉備中央
公園

消防署

吉川八幡宮

駐在所

484

72

ラウンドアバウト（環状交差点）の通行方法は図のとおり一方通行となります。

ゆずれ

優
先

優
先

環道内の通行車両が優先！

ラウンドアバウトでは、環道内を通行している
車両が優先となります。環道内の車両の進行を
妨害してはいけません。

ゆずれ

②ラウンドアバウトの通行方法

できるだけ環道左端に寄って、時計回りに徐行
して通行してください。

左端を
徐行

時計回り

ゆずれ

①ラウンドアバウトに入る方法

環状交差点（環道）内に入る前に、あらかじめ
できる限り道路の左端に寄り、歩行者や環道内
を通行している車両に注意し、徐行して環道に
入りましょう。

特に歩行者や
自転車に注意

※交差点進入時は、
　合図をする必要はありません。

③ラウンドアバウトから出る方法

出ようとする地点の直前の出口の側方を通過
したところ（環状交差点に入った直後の出口を
出るときは、環状交差点に入ったところ）で、
左側ウインカーを出し、歩行者や自転車の巻き
込みに注意して環道内から出ましょう。

左側のウインカーで
合図！交差点を出る
まで合図を継続！歩
行者や自転車の巻き
込みに注意！

※自転車で歩道を通行する場合は、交通ルールを守り、歩行者を優先し徐行してください。

ラウンドアバウト
導入

ラウンドアバウト
概略位置地図

ラウンドアバウト
（環状交差点）とは？

車両の通行する部分が環状の交差点であって
道路標識により車両がその部分を右回り（時
計回り）に通行することが指定されているも
のをいいます。

お問い合わせ先 　住民課　生活環境班　☎0866－54－1316

ゆ ず れ

分離島

右確認

左確認

歩行者の横断歩道の渡り方

①�渡る前に止まって右を確認して分
離島まで渡る。

②分離島で止まって左を確認する。
③�車が来ていなかったら、手をあげて

渡りましょう。
※�環道を左に見て渡る場合、右に見て

渡る場合と同様です。
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役場からのお知らせ
後期高齢者医療制度の保険料軽減割合が変更になります

　令和元年度の後期高齢者医療保険の保険料について、世代間の公平の観点等から見直されることになり、
均等割の軽減割合が、９割軽減から８割軽減に変更になります。
　また、会社の健康保険などの被扶養者であった人に対する特例についての軽減も変更になります。

【保険料均等割額の軽減】
　世帯の所得状況に応じて、下記のとおり均等割額は軽減されます。
　これまで９割軽減となっていた方は、令和元年度は、８割軽減に変更になります。

※�９割軽減の対象であった方については、年金生活者支援給付金の支給や介護保険料の軽減強化といった支
援策の対象となります（ただし、課税者が同居している場合は対象となりません。また、年金生活者支援
給付金の支給額は納付実績等に応じて異なります）。

【高齢者医療保険料の見直し】
対象者の所得要件

（世帯主及び世帯の被保険者全員の軽減判定所得の合計額）
均等割の軽減割合

本則 令和元年度 令和２年度 令和３年度
［平成30年度における8.5割軽減の区分］

33万円以下
７割

8.5割 7.75割 ７割

［平成30年度における９割軽減の区分］
うち、世帯の被保険者全員の各種所得なし ８割 ７割

33万円+ 28万円×（被保険者数）以下 ５割 ５割
33万円+ 51万円×（被保険者数）以下 ２割 ２割

※�本則７割軽減の方は、これまで上乗せして軽減（8.5割、９割）されていましたが、令和元年度から段階的
に見直しになります。

【被扶養者であった人に対する特例】
　後期高齢者医療制度の被保険者となった日の前日に健康保険組合や協会けんぽ、共済組合など（国民健康
保険や国民健康保険組合は除く）の被扶養者であった人は、平成30年度で「均等割」が５割軽減されていた
特例が廃止になります。令和元年度からは、制度加入時から２年間に限り、「均等割額」が５割軽減されます。
ただし、「所得割額」はかかりません。また、所得の低い人に対する軽減にも該当する方については、いずれ
か大きい方の額が軽減されます。

お問い合わせ先 　保健課　医療保険班　　　　　　☎0866－54－1326
　　　　　　　　岡山県後期高齢者医療広域連合　☎086－245－0090

本則どおりの場合 これまで 令和元年度

本来の納付額（３割）
納付額（２割）

納付額（１割）

７割軽減
９割軽減

年額
4,600円

８割軽減
年額

9,300円
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INFORMATION FROM OFFICE

【後期高齢者医療】被保険者証の更新について
　※現在お持ちの被保険者証の有効期限は令和元年７月31日です。

■被保険者証の更新
　新しい後期高齢者医療被保険者証（被保険者証）は、７月下旬に送
付します。８月以降に医療機関などで受診される際には、必ず新しい
被保険者証を窓口に提示してください。

■一部負担金の割合の見直し
　医療機関などの窓口で支払う一部負担金の割合は、所得区分に応じ
て決まります。所得区分は前年の所得によるため、割合が変更になる
場合があります。

　【一部負担金の割合】
　・現役並み所得者 	 ３割
　・一般・低所得者Ⅱ・低所得者Ⅰ	 １割

限度額適用・標準負担額減額認定証及び限度額認定証の更新について
　※現在お持ちの減額認定証及び限度額認定証の有効期限は令和元年７月31日です。

■減額認定証及び限度額認定証の更新
　所得区分が住民税非課税世帯の低所得者Ⅱ・Ⅰの被保険者の人が医療機関などで受診される際には、申請
により交付される後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証（減額認定証）を医療機関などに提示
することで、窓口で支払う医療費が自己負担限度額までとなり、入院時には１食あたりの食事代も減額され
ます。
　また、課税所得145万円以上690万円未満の被保険者及び同世帯の被保険者は、後期高齢者医療限度額適
用の申請をすることによって、医療機関での自己負担額が限度額で止まります。
　現在、認定証をお持ちで、８月以降も引き続き該当する場合は、新しい認定証を保険証に同封し、７月下
旬に送付いたしますので、申請の手続きは必要ありません。

＊ただし、次に該当する人はご注意ください。
①　世帯内に所得の未申告者がいる人
　世帯内に所得の未申告者がいる場合は、新しい認定証は送付されません。所得がない場合でも「なし」の
申告が必要ですので、お住まいの市町村で６月末までに申告を行ってください。
②　長期入院をされた人
　平成30年８月１日以降、所得区分が低所得者Ⅱで減額認定証をお持ちだった期間内に、入院が通算90日
を超える人は、お住まいの市町村役場で申請してください（岡山県の後期高齢者医療保険加入前の医療保険
において区分Ⅱ・区分オの認定証の交付を受けていた間の入院期間も含む）。要件を満たしている場合、１食
あたり160円となる減額認定証を交付します。ただし、平成30年８月１日から平成31年４月30日までの間
で入院が90日を超える人は、申請の手続きは必要ありません。

お問い合わせ先 　保健課　医療保険班　　　　　　☎0866－54－1326
　　　　　　　　岡山県後期高齢者医療広域連合　☎086－245－0090

※新しい被保険者証は青色です。

見本

見本
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役場からのお知らせ

もの忘れ・けんしん調査票について

〜認知症は早期の発見が大切です～
　日本には現在462万人の認知症の人がいて、予備軍と呼ばれる人が400万人いると言われています。
予備軍の人は年に５～10％が認知症に移行すると言われています。
　認知症は現在完治が難しい病気とされていますが、早期に発見して適切な対処をすれば、その人ら
しい充実した暮らしを続けることができると言われています。そこで吉備中央町では「加齢によるも
の忘れ」と「認知症によるもの忘れ」の違いを判断し、認知症の早期発見・早期対応を目的に65歳の
方を対象に「もの忘れ・けんしん」を実施することになりました。

※�65歳の誕生日を迎えられた翌月に、郵送にてもの忘れ・
けんしん調査票を送付させていただいております。

メリット１ メリット２ メリット３

「社会を明るくする運動」強化月間
わたしたちの町だからみんなで築こう明るい社会
　７月は「社会を明るくする運動」強化月間です。
　「犯罪や非行のない安全・安心な社会」の実現、それは全ての人々の願いです。

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～
　これは第69回社会を明るくする運動の標語です。
　すべての国民が犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合
わせ、犯罪や非行のない地域社会を築くため、“社会を明るくする運動”～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地
域の力～として活動を推進しています。

　　①　犯罪や非行のない安全・安心な地域社会を築くための取り組みを進めよう。
　　②　犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう。
　以上２点を行動目標として、犯罪や非行をした人たちを社会から排除・孤立させるのではなく、再び受け入れるこ
とが自然にできる社会にするため、全国各地で様々な活動が展開されます。
　吉備中央町でも、明るい社会実現のため努力してまいりますので、皆さまの温かいご理解とご協力をお願いいたし
ます。

お問い合わせ先 　福祉課　社会福祉班　☎0866－54－1317／吉備中央町保護司会

お問い合わせ先 　吉備中央町地域包括支援センター　☎0866－54－1320

★早期発見による３つのメリット★

早期治療で改善が期待できる
認知症の原因になる病気は様々で
すが早期に発見し早期に治療をは
じめることで、改善が期待できる
ものもあります。

進行を遅らせることができる
認知症の症状が悪化する前に適切
な治療やサポートを行うことに
よって、その進行のスピードを遅
らせることができる場合がありま
す。

事前に様々な準備ができる
早期発見によって、症状が軽いう
ちに本人や家族が話し合い、今後
の治療方針を決めたり、利用でき
る制度やサービスを調べたりする
「認知症に向き合う為の準備」を
整えることができます。

早期発見が大切です！
よろしくお願いします。
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INFORMATION FROM OFFICE

ようこそ
吉備中央町へ

Hello Kibichuo!
My name is Amisha Kearney and I will be 
working as an ALT in three of the elementary 
schools and middle school in town. 
I am from Cedar Rapids, Iowa! The famous 
painter, Grant Wood, was also from Iowa.  
My hobbies are reading books and listening to 
music. 
I am looking forward to experiencing life in 
Kibichuo and sharing more about life in 
America with everyone. If you see me in town, 
please feel free to say hello!
Thank you very much for having me here.

吉備中央町では、外国語指導助手（ALT）の
２名を再任用し、新しく１名の方をアメリ
カから迎えました。
４月から小・中学校に勤務しています。

⃝日　時　７月７日㈰　８：30　開会式（受付は８：00～）
⃝場　所　かもがわ総合スポーツ公園（吉備中央町上田東2360-3）
⃝参加費　無料 
⃝対象者　町内在住の方、または町内在勤の方
⃝種　目　◎ソフトバレーボール（一般の部、熟年の部、小学生の部）
　　　　　◎軟式野球
　　　　　◎グラウンドゴルフ（個人参加種目）
　　　　　◎ソフトテニス（ペア参加種目）
　　　　　　※ソフトバレーボール・軟式野球のメンバー構成は、開催要項をご確認ください。
⃝申込み　６月26日㈬　必着で参加申込書を下記まで提出してください。
　　　　　�開催要項及び参加申込書は、教育委員会事務局・住民課・加茂川総合事務所・各公民館・かもが

わ総合スポーツ公園にあります。
⃝その他　参加多数の場合、会場の都合により参加数を調整させていただく場合があります。
　　　　　昼食は、主催者で軽食を準備します。

お問い合わせ先 　吉備中央町体育協会（教育委員会事務局内）　☎0866－56－9191

吉備中央町
スポーツフェスティバル参加者募集

へそっぴー
ポイント
対象事業

左からジャーさん、マリーさん、山本町長、アミーシャさん

　吉備中央町のみなさん、こんにちは！
　私の名前はアミーシャ・キアーニーです。町内３小学校
と中学校でALTとして働くことになりました。
　私はアメリカのアイオワ州、シーダラピッズから来まし
た。グラント・ウッドという有名な画家もアイオワ州出身
です。
　私の趣味は、本を読むことと音楽を聞くことです。
　吉備中央町で生活していくことや、みなさんとアメリカ
の文化を共有できることを楽しみにしています。
　もし、町内で私を見かけたら、いつでも声をかけてくだ
さい。
　ALTとして、ここに呼んでくださりありがとうござい
ます。どうぞよろしくお願いいたします。
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役場からのお知らせ

吉備中央町「成人式」の開催について
　吉備中央町では、新成人の門出を祝う成人式を次のとおり行います。
　対象は、平成11年４月２日から平成12年４月１日までに生まれた町内に住民登録されている
方、並びに吉備中央町の出身で町外に転出されている方です。
　当日は、式典のあと記念行事を行います。記念行事は、新成人の心に残るものになるよう、新
成人の代表で組織された実行委員会が企画・運営します。
　多数のご参加をお待ちしています。
開催日時 　令和２年１月12日㈰　午前10時～午後１時30分
　　　　　　（受付は午前９時30分から）
開催場所 　吉備中央町吉川4860-6　きびプラザ３階大ホール

参加申込 　�町内に住民登録している方には11月中に案内状を送付しますので、同封のはがきで
出欠をお知らせください。

　　　　　　�また、現在、町外に住民登録されている方で参加を希望される場合は、教育委員会
事務局へご連絡ください。

お問い合わせ先 　〒716-1241　吉備中央町吉川4860-6
　　　　　　　　教育委員会事務局　生涯学習班　☎0866－56－9191

成人式実行委員募集のお知らせ
　吉備中央町では、令和２年１月12日㈰に開催する成人式（記念行事）を企画・運営していただ
ける実行委員を募集します。募集内容は、下記のとおりです。
　一度しかない人生。一度しかない20歳の記念の式。その自分たちの成人式を自分たちの手で創
り上げてみませんか？きっと生涯のいい思い出になりますよ！
対　　象 　新成人（平成11年４月２日～平成12年４月１日生まれの方）

内　　容 　・数回開催予定の実行委員会に参加
　　　　　　・交歓会の企画、立案、運営
　　　　　　・誓いの言葉朗読（新成人）
　　　　　　・その他
募集人数 　10名程度（町内旧中学校区から各２名程度）

募集期限 　令和元年８月26日㈪

申 込 先 　教育委員会事務局　生涯学習班

お問い合わせ先 　〒716-1241　吉備中央町吉川4860-6
　　　　　　　　教育委員会事務局　生涯学習班　☎0866－56－9191
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0866－56－9393
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INFORMATION FROM OFFICE

放課後児童クラブ指導員及び指導員補助の募集について
　放課後児童クラブは、日中保護者が仕事等でいない小学生の児童に対し、放課後に適切な生活の場を与え、
子どもたちが安全に過ごせる居場所です。
　町内には、放課後児童クラブが７クラブあり、各放課後児童クラブの運営委員会で運営を行っています。
　子どもが楽しく過ごせるよう、一緒に遊んだり、宿題のお手伝いなど指導・支援をしていただく指導員、
指導員補助の方を募集しています。

【現在、募集を行っている放課後児童クラブ】
⃝�円城放課後児童クラブ（円城基幹集落センター）

⃝�吉備高原児童クラブ（吉備高原小学校内）

⃝�児童ほっとクラブ（JAびほく賀陽総合センター横）

⃝豊野児童クラブ（旧十親会館）

⃝大和児童クラブ（大和小学校内）

☆�健康で、子どもが好きな方であれば、資格は
問いません。
☆�勤務条件・内容等は、各放課後児童クラブに
より異なります。
☆�開設時間は、各放課後児童クラブにより異な
りますが、概ね次のとおりです。
平　　日　⃝授業終了～午後６時または７時
長期休暇（春・夏・冬休み）
　　　　　⃝�午前７時30分または８時～午後６

時または７時
　　　　　※�土曜日に開設している放課後児童

クラブもあります。

農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します
　吉備中央町及び吉備中央町農業委員会は、現農業委員の任期満了に伴い、農業委員及び農地利用最適化推
進委員を募集します。農業に関する知識と熱意を持ち、農地利用の最適化等の職務を適切に行うことができ
る方の推薦または応募をお待ちしています。

〈委員の役割〉
農 業 委 員
　毎月開催される農業委員会に出席し、農地法の権限に即された事項の審議を行います。また、農地の利用
状況の調査、農地利用最適化推進委員と連携し、農地の利用の最適化を推進します。
農地利用最適化推進委員
　農業委員と連携し、農地の利用の最適化を推進します。また、担当する地区内の農地の利用状況の調査や
農地パトロール等を行います。
〈募集概要〉
■募集委員数
　農業委員　15名　（任期：令和元年11月14日から令和４年11月13日までの３年間）
　農地利用最適化推進委員　10名　（農業委員会が委嘱した日から令和４年11月13日まで）
■募 集 締 切　令和元年７月５日㈮　午後５時まで【必着】
■推薦または応募の手続き等
　�提出書類（推薦書または応募書、履歴書【各指定様式あり】）に必要事項を記入し、農林課（農業委員会事
務局）まで、持参または郵送してください。（書類は農林課及び各支所・出張所に備付、町公式ホームペー
ジからダウンロードできます）

■選 考 方 法　提出書類の内容をもとに選考します。

お問い合わせ先 　農林課　農業振興班　☎0866－54－1318

お問い合わせ先 　子育て推進課　子育て推進班　☎0866－54－1328
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＊７月の課題は「星」、８月の課題は「飛ぶ」です。
　投句の方法…はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－9　津賀公民館放送川柳係までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

＊�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。

　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。
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今月の公民館主催行事をお知らせいたします。
※詳しくは各公民館へお問い合わせください。

開催期日 公民館 行　事　名 時間・会場・内容等
７月２日㈫ 吉　川 10時のおちゃにきてください！ 午前10時～　ゆる体操・ピアノ鑑賞　参加費100円
７月３日㈬ 下竹荘 幸せづくり運動教室 午後７時～　講師：OSK健康運動指導士　上靴・飲み物
７月５日㈮ 上竹荘 ストレッチ体操教室 午前10時～　参加費300円　飲み物
７月５日㈮ 吉　川 七夕会 午前９時30分～　みんなでお飾りづくり
７月７日㈰ 豊　野 豊野地区クリーン作戦 午前８時～　豊野地区一帯

７月９・23日㈫ 上竹荘 太極拳　～入門編～ 午後１時30分～　参加費200円　シューズ・飲み物
７月10日㈬ 御　北 種まきヨガ 午前10時～　参加費200円　飲み物
７月10日㈬ 下竹荘 和の灯り（和紙で灯篭作り） 午前９時～　材料代実費　　申込〆切 ７月１日
７月14日㈰ 納　地 夕涼み会 午後５時～　 納地公民館運動場
７月15日㈪・㈷ 上竹荘 手づくり教室　ジーンズをリメイク 午後１時30分～　参加費500円　裁縫道具・ジーンズ
７月17日㈬ 豊　野 膝痛予防改善ストレッチ！ 午前10時～11時30分　飲み物

７月17・31日㈬ 津　賀 心とからだの健康教室：ツボの達人になろう 午後１時30分～　参加費200円　バスタオル・飲み物
７月28日㈰ 大　和 ラジオ体操会・クリーン作戦 午前７時～　大和小学校グランド
７月28日㈰ 上竹荘 クリーン作戦 午前７時～　上竹荘公民館駐車場

津賀公民館　　☎0867－34－1807　　円城公民館　☎0867－34－1555　　御北公民館　☎0867－35－0550
上竹荘公民館　☎0866－54－1784　　納地公民館　☎0866－54－0971　　豊野公民館　☎0866－54－0194
下竹荘公民館　☎0866－54－0970　　吉川公民館　☎0866－56－7020　　大和公民館　☎0866－55－5974

公民館コーナー
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か
さ
ず
あ
る
こ
と
を
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
お
見
送
り
で
す
。「
な
ん
だ
、
た
だ
の
お
見
送
り
か
。」

そ
う
思
う
人
が
多
く
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
そ
れ

で
一
日
を
元
気
に
過
ご
せ
て
い
ま
す
。
た
だ
「
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
。」
と
言
う
の
で
は
な
く
「
気
を
つ
け
て
ね
。」
や

「
今
日
も
が
ん
ば
っ
て
ね
。」
な
ど
の
心
配
を
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
母
が
体
調
を
く
ず
し
て
い
る
時
も
、
玄
関
に
来
て
く

れ
る
の
で
、
な
ん
だ
か
心
が
温
か
く
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
小
学
校
三
年
生
く
ら
い
か
ら
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
母
と
二
人
で
か
っ
こ
い
い
ハ
イ

タ
ッ
チ
に
し
よ
う
と
言
っ
て
、
笑
い
な
が
ら
考
え
ま
し
た
。

『
い
っ
て
き
タ
ッ
チ
』
と
い
う
名
前
を
つ
け
て
、
毎
朝
玄
関

で
少
し
笑
え
る
楽
し
い
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て
い
ま
し
た
。
母

と
け
ん
か
を
し
た
時
も
、
お
た
が
い
ム
ス
ッ
と
し
な
が
ら
必

ず
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て
は
ク
ス
ッ
と
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

　
あ
る
冬
の
日
、
私
は
体
調
を
く
ず
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

母
と
病
院
に
行
き
、
結
果
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｂ
で
し
た
。

二
日
目
で
熱
も
さ
が
り
元
気
に
な
っ
た
私
は
、
私
の
た
め
に

仕
事
を
休
ん
で
看
病
し
て
く
れ
た
母
に
、
も
う
し
わ
け
な
い

と
思
い
ま
し
た
。
次
の
日
か
ら
母
は
仕
事
に
行
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

「
今
日
は
私
が
お
見
送
り
す
る
か
ら
ね
。」

い
つ
も
母
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
た
私
が
、
今
日
は
母
に
元

気
を
あ
げ
る
番
で
す
。
パ
チ
ン
パ
チ
ン
と
玄
関
に
ハ
イ
タ
ッ

チ
の
音
が
響
き
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
私
は
お
か
し
く
て
「
フ

フ
ッ
。」
と
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
私
の
た
め
に
仕
事
休

ん
で
看
病
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」
と
は
、
照
れ
く
さ

く
て
、
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
母
に
お
見
送
り
の
ハ
イ

タ
ッ
チ
を
し
た
後
、
母
が
、

「
元
気
そ
う
だ
ね
。
じ
ゃ
あ
行
っ
て
き
ま
す
。」

と
言
わ
れ
て
、
思
い
ま
し
た
。
こ
の
お
見
送
り
で
、
お
た
が

い
の
事
が
分
か
る
ん
だ
な
と
。
ま
る
で
母
と
私
の
テ
レ
パ

シ
ー
み
た
い
だ
な
、
そ
う
思
い
ま
し
た
。

　
大
き
な
行
事
が
あ
る
時
も
、「
ピ
ア
ノ
が
ん
ば
っ
て
ね
。」

や
「
リ
レ
ー
で
し
っ
か
り
手
を
ふ
っ
て
走
る
ん
だ
よ
。」
と

ア
ド
バ
イ
ス
も
も
ら
え
ま
す
。
中
学
一
年
生
に
な
っ
て
母
と

の
会
話
が
減
っ
て
き
ま
し
た
。
私
も
忙
し
い
の
で
、
一
人
で

い
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
お
見
送
り
は
今

も
続
い
て
い
ま
す
。

「
今
日
か
ら
中
学
一
年
生
だ
ね
。
新
し
い
お
友
達
を
た
く
さ

ん
作
っ
て
ね
。
し
っ
か
り
勉
強
を
し
て
き
て
ね
。」

い
っ
て
き
タ
ッ
チ
は
、
は
ず
か
し
い
け
ど
、
母
の
言
葉
は
私

の
心
を
温
か
く
し
て
く
れ
ま
す
。

「
い
つ
も
、
お
見
送
り
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
今
日
は

も
う
大
丈
夫
だ
か
ら
。」

と
言
っ
て
も
母
は
玄
関
に
来
て
く
れ
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
も
家
族
の
絆
は
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
母
と
私
の
お

見
送
り
は
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。
が
ん
ば
っ
て
ね
。」

私
は
今
日
も
元
気
に
歩
い
て
行
き
ま
す
。

　
母
が
や
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
家
庭
で
の
仕
事
も
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
私
は
母
の
ご
飯
が
大
好
き
で
す
。
私
は
夏
に
な
る
と
食

欲
が
な
く
な
り
ま
す
。
母
は
そ
の
こ
と
を
知
り
、
さ
っ
ぱ
り

と
し
た
物
を
出
し
て
く
れ
ま
す
。
私
の
病
気
の
と
き
は
、
お

か
ゆ
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
母
の
お
か
ゆ
は
と
て
も
お
い

し
く
て
食
欲
が
な
い
私
も
、
お
か
わ
り
を
す
る
ほ
ど
お
い
し

い
の
で
す
。
母
が
病
気
で
寝
こ
ん
だ
と
き
、
私
は
四
年
生
で

し
た
。
は
ず
か
し
い
こ
と
に
全
く
料
理
を
し
な
か
っ
た
の
で

家
庭
科
の
教
科
書
を
見
な
が
ら
、
だ
し
を
と
っ
た
覚
え
が
あ

り
ま
す
。
意
外
と
お
か
ゆ
を
作
る
と
き
の
水
の
か
げ
ん
が
難

し
く
て
、
水
を
入
れ
す
ぎ
る
と
べ
ち
ょ
べ
ち
ょ
に
な
る
し
、

か
と
い
っ
て
入
れ
な
さ
す
ぎ
た
ら
パ
サ
パ
サ
に
な
る
の
で
、

が
ん
ば
っ
て
お
か
ゆ
を
作
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

思
う
と
母
は
、
毎
日
毎
日
休
み
も
な
く
、
ご
飯
を
作
っ
て
く

れ
て
い
る
の
で
、
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
と
て
も
尊
敬

し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
、
朝
ご
飯
が
楽
し
み
で
す
。
母
の
朝

ご
飯
を
食
べ
る
と
元
気
が
出
て「
今
日
も
一
日
や
る
ぞ
。」や

「
が
ん
ば
る
ぞ
。」
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

　
私
も
、
大
人
に
な
っ
た
ら
、
母
の
よ
う
な
や
さ
し
く
て
、

お
い
し
い
ご
飯
を
作
れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

今
ま
で
ず
っ
と
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
て
く
れ
て
い
る
母
に

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
で
す
。
私
と
母
の
ハ
イ
タ
ッ
チ

は
二
人
の
大
切
な
毎
日
の
日
課
で
す
。
ク
ス
ッ
と
笑
え
て
毎

日
の
楽
し
い
時
間
が
私
は
大
好
き
で
す
。
冬
の
寒
い
日
、
ハ

イ
タ
ッ
チ
で
母
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ま
し
た
。
親
子
の
絆
は

す
ば
ら
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岡
山
県  「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
30
年
度
）
今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、

�

二
枝　
莉
野
さ
ん
の
「
母
と
私
の
絆
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「母と私の絆」
加賀中学校　２年

二枝　莉野さん
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出会いの

扉

かもがわ図書館 ロマン高原かよう図書館

書　　名 著者・出版社 書　　名 著者・出版社

絵　
　
本

たべものやさんしりとりたいかいかいさいします
ぼくはなきました
おんぶおんぶのももんちゃん

シゲタサヤカ／白泉社
石井聖岳／東洋館出版社
とよたかずひこ／童心社

かめくんのさんぽ
おひめさまキティ
この本をかくして

なかのひろたか／福音館書店
のぶみ／講談社
フレア・ブラックウッド／岩崎書店

児
童
書

トウモロコシの大百科
うまれたよ！イモリ
トリプル★ゼロの算数事件簿

濃沼圭一／農文協
関慎太郎／岩崎書店
向井湘吾／ポプラ社

新世紀食糧記ムシグルメン
スイーツの仕事
おしりたんてい かいとうとねらわれたはなよめ

飲茶／PHP研究所
サトウヨーコ／ポプラ社
トロル／ポプラ社

一
般
実
用
書

ドローンハンドブック ゼロからはじめて安全にとばせるまで

収納が、ない！
70歳のたしなみ

森健司／玄光社
おさめますよ／ワニブックス
坂東眞理子／小学館

手を組むだけで幸せになる！手印大図鑑
ワインは毒か、薬か。
ネット検索が怖い

鮑義忠／自由国民社
岩田健太郎／朝日新聞出版
神田知宏／ポプラ社

一
般
読
み
物

運転者 未来を変える過去からの使者
渦 妹背山婦女庭訓 魂結び
短歌ください 双子でも片方は泣く夜もある篇

喜多川泰／ディスカヴァー21
大島真寿美／文藝春秋
穂村弘／KADOKAWA

壺中に天あり獣あり
死にがいを求めて生きているの
元禄五芒星

金子薫／講談社
朝井リョウ／中央公論新社
野口武彦／講談社

７月の休館日 かもがわ図書館	 ☎ 0867－34－1115
	  0867－34－1124
ロマン高原かよう図書館	 ☎ 0866－54－1331
	  0866－54－1311

1日　 8日 
15日　21日
22日　29日

図
書館だより 2019 年７月号

図書館 夏の行事
体験ブッククラブ　鳥・昆虫ランド

　【意外と長生き セミ】
　７月13日（土） 13：30～
　　　　　　　　　ハートオブおかやま会館
　講師　酒井　正樹先生（岡山大学理学部名誉教授）
　セミの命は１週間ほど‥って聞いたことありませ
んか？でも実は、幼虫として土の中で過ごす長～い
時間があるんですよ。その長さはナント！！
　意外と知らないセミのふしぎ、セミ博士に聞いて
みよう！

星降る町の朗読会　銀河カフェ

【教科書にでてくるお話】
「スーホの白い馬・たぬきのいとぐるま」ほか

　８月２日（金） 18：00～
　　　　　　　　ロマン高原かよう総合会館
� 多目的ホール
　朗読　おはなしや
　チェロやピアノなどの生演奏にのせて、おはなし
を朗読する銀河カフェ。軽食やケーキなど食べなが
ら、ちょっと贅沢なくつろぎの時間をお過ごしくだ
さい。

新着図書
案内

『読書がたくましい脳をつくる』
� 川島　隆太／著　くもん出版  か

読書している時とスマホを見ている時
の脳の動きを調べてみたら、一目瞭
然！！脳科学の観点から読書がいかに
たくましい脳をつくっているのかが分
かります。子どもにも分かりやすい内
容なので、親子で読んでみてはいかが
ですか。

『ネット断ち』
� 斎藤　孝／作　青春出版社  か

インターネットは便利であるが、 深い知
性や教養は読書でしか身につけること
ができない。本書の前半はネットやSNS
によって「心の漏電」が起きていること、
後半は、著者がお勧めする本の紹介や
本との向き合い方が語られている。毎
日１時間、繋がらない世界で読書をし
ませんか？

【
ス
マ
ホ
を 

�

本
に
持
ち
変
え
て
み
た
ら
…
】

『
読
書
し
な
さ
い
』、『
ス
マ
ホ
は
ま
だ
早
い
！
』

と
子
ど
も
に
言
う
け
ど
、
な
ぜ
な
の
か
、
説
明

で
き
ま
す
か
。

夏休みの
自由研究にどう？

こどもも大人もみんな どうぞ！
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地域おこし協力隊便り Vol.

51

　こんにちは！今日もどこかで探求するアースサバイバー古賀智己です。
　突然ですが、皆さんつくってますか？メイクしてます？ 農業が盛んな吉備中央町は県下一の米どころであ
り、ピオーネや白菜など美味しい農作物をつくる生産者の方が大勢いる中、質問自体が〝？〟ですね。今回
はこんなお話。
　里山再生を謳う協力隊の仕事と私事の境界線は溶けておりまして、学生
時代はスペースデザインを専攻していたのもあって何かとセルフデザイン
したい僕は、時々衝動的に有形無形問わず、つくりたくなります。自家発
電製作の時もあれば味噌をつくる時もありますが、完成する前に次に手が
出る飽きっぽい癖を、近年は戒めつつ計画的な新しい自分への憧れに近づ
いている気もしています。やはりそれはLIFEに向かっているから。
　生態系の一部として地球の欠片として、未来を想像し始めたからなのか
も知れません。環境を第一に捉え、消費より循環を意識し、資本である体
の健康を育む自然と寄り添うような暮らしの実践です。
　自然豊かな土地に息づく持続可能な営みが現代のテクノロジーと融合
し、既存の文化に色が添えられていく新しい時代。地域の先輩方に、故

ふる
き

を温
たず
ねて新しきを知る。自分の手でそれができるのが里山暮らしの醍醐味

だと思います。つくり続ける事で文化の本質を取り戻していきたいもので
す。Keep making！　連絡先：090-4170-1577（古賀）

5月から新たなメンバーが加わりました！

５月から新しいメンバーを迎え、
皆さんの力を借りながら、精進してまいります。

どうぞよろしくお願いいたします。

　初めまして！５月から吉備中央町で活動させていただきます、
寺久保　咲里（てらくぼ　さえり）です。長野県長野市にある、
善光寺のすぐ近くで生まれ育ちました。
　大学生活５年間のうち、４年間を山形県で、１年間をオース
トラリアのシドニーで過ごしました。大学では、総合的な学習
の時間における国際理解教育や、地域資源を生かした教育につ
いて学んでいました。趣味は登山、フットサル、国内外旅行です。
出身が長野県ということもあり、私にとって登山はとても身近
な存在です。家族で登山をすることがとても好きです。
　大学での研究や留学経験を生かし、町の皆さんが国内外問わ
ずあらゆる人々と交流できる場を作り、町の活性化に貢献した
いと考えております。
　何卒よろしくお願い致します！

Open up life「つくる」のススメ

ホームセンター最安値の薪ストー
ブと廃材を組み合わせた自作のロ
ケットストーブ
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Info
rmation

　

国
立
吉
備
高
原
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
入
所
を
考
え
て

い
る
障
害
の
あ
る
方
ご
本
人
、ご
家
族
、支

援
機
関
の
方
々
に
当
セ
ン
タ
ー
の
職
業
訓

練
内
容
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
入
所
に
関
す
る
説
明
、
職
業

訓
練
場
面
の
公
開
及
び
職
業
訓
練
の
体
験

等
を
行
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
当

セ
ン
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
多
数
の
方

の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

⃝

開
催
日　
７
月
７
日
㈰

⃝

予
備
日　
７
月
15
日
㈪
・
㈷

⃝

開
催
場
所

　

�

国
立
吉
備
高
原
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

⃝

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
午
前
の
部　
10
時
～
13
時

　
午
後
の
部　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

①
全
体
説
明
：�

入
所
手
続
き
、
職
業
訓
練
、

就
職
支
援
等
に
つ
い
て
説

明
い
た
し
ま
す
。

②
訓
練
見
学
：�

実
際
の
訓
練
の
様
子
を
ご

覧
い
た
だ
き
な
が
ら
説
明

い
た
し
ま
す
。

③
訓
練
体
験
：�

ご
希
望
さ
れ
る
訓
練
毎
に

訓
練
体
験
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

④
個
別
相
談
：�

入
所
に
関
す
る
ご
相
談
を

お
受
け
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

�

国
立
吉
備
高
原
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
管
理
課

　
〒
７
１
６

−

１
２
４
１

　

�

岡
山
県
加
賀
郡
吉
備
中
央
町
吉
川

７
５
２
０

�

☎
０
８
６
６

−

５
６

−

９
０
０
７

�

０
８
６
６

−

５
６

−

７
６
３
６

※�

詳
細
は
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

�http://w
w
w
.kibireha.jeed.or.jp/

陸
海
空
自
衛
官
募
集
し
ま
す

　
防
衛
省
で
は
陸
海
空
自
衛
官
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

⃝

募
集
種
目

①
自
衛
官
候
補
生

②
一
般
曹
候
補
生

③
航
空
学
生
（
海
上
要
員
、
航
空
要
員
）

⃝

受
験
資
格

①
②
18
歳
以
上
33
歳
未
満

③　
18
歳
以
上
23
歳
未
満
（
海
上
要
員
）

　
　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
（
航
空
要
員
）

�

の
高
卒
（
見
込
含
）

⃝
�

受
付
期
間

　
７
月
１
日
㈪
～
９
月
６
日
㈮

①
は
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

⃝
�

試
験
日

　

�

種
目
毎
に
設
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

　
高
梁
地
域
事
務
所

�

☎
０
８
６
６

−

２
２

−

２
３
１
４

「
６
次
産
業
化
初
心
者
講
座【
備

前
版
】ｖ
ｏ
ｌ
．３
」受
講
者
募
集

　
新
た
に
６
次
産
業
化
に
取
り
組
も
う
と

す
る
農
業
者
を
対
象
に
、
加
工
技
術
や
正

し
い
値
決
め
の
方
法
等
６
次
産
業
化
の
基

礎
を
学
ぶ
講
座
を
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催

し
ま
す
。

■�

実
施
日　
９
月
５
日
㈭
、
10
月
16
日

㈬
、
11
月
上
旬
、
11
月
19
日
㈫

　
※
原
則
４
回
通
し
て
受
講

■�

会　
　
場　
岡
山
県
農
業
開
発
研
究
所

（
赤
磐
市
）、
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ

ン
タ
ー
（
赤
磐
市
）、
岡
山
県
備
前
県
民

局
（
岡
山
市
）　

■�

参
加
費　
１
，
０
０
０
円
程
度
（
昼

食
代
、
飲
み
物
代
等
）

■
定　
　
員　
20
名
（
先
着
順
）

■�

申
込
方
法　
①
氏
名
②
住
所
③
年
齢
④

連
絡
先
⑤
栽
培
作
目
⑥
６
次
産
業
化
し

た
い
内
容
⑦
個
別
相
談
希
望
の
有
無
を

明
記
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

■�

募
集
期
間

　
７
月
16
日
㈫
～
８
月
23
日
㈮
必
着

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先
】

　
備
前
広
域
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
８
６

−

２
３
３

−

９
８
５
０

�

０
８
６

−

２
２
４

−

１
１
８
７

吉
備
高
原
職
業
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

町以外からの

お知らせ
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INFORMATION

　
日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ

る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
先
の
大

戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を

対
象
と
し
て
、父
等
の
眠
る
地
に
赴
き
、慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
の
方
々

と
の
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。

⃝
�

参
加
費　
10
万
円

⃝
�

参
加
資
格　
戦
没
者
の
遺
児

※�

平
成
30
年
度
参
加
者
以
外
の
方
は
、
複

数
回
の
応
募
が
で
き
ま
す
。

⃝
�

実
施
地
域

（
広
域
地
域
）

　

�

旧
満
州
、
旧
ソ
連
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、
ボ

ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
台
湾・

バ
シ
ー
海
峡
、ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、マ
ー

シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、
中
国

（
特
定
地
域
）

　

�

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

⃝
�

実
施
期
間　

地
域
ご
と
に
異
な
り
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先
】

　
（
財
）
岡
山
県
遺
族
連
盟

�

☎
０
８
６

−

２
７
１

−

７
１
７
５

　
（
財
）
日
本
遺
族
会
事
務
局

�

☎
０
３

−

３
２
６
１

−

５
５
２
１

社
会
福
祉
法
人
吉
備
の
里

�

正
規
職
員
募
集

　
社
会
福
祉
法
人
吉
備
の
里
で
は
、
令
和

２
年
４
月
１
日
付
け
採
用
の
正
規
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

⃝
�

職　
　
種　
福
祉
職
（
支
援
員
）
施
設

や
事
業
所
を
利
用
す
る
障
害
者
の
方
に

対
し
、
生
活
・
就
労
等
の
支
援
を
行
う

仕
事
で
す
。

⃝

募
集
人
数　
若
干
名

⃝

雇
用
形
態　
正
規

⃝
�

勤
務
時
間　
原
則
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分　
変
則
勤
務
有
（
夜
勤
、宿

直
な
し
）

⃝
�

休
日
等　
週
休
２
日
制
、
慶
弔
休
暇
、

夏
期
休
暇
、
育
児
・
介
護
休
暇
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
休
暇

⃝
�

応
募
資
格　
大
学
、
短
期
大
学
、
専
修

学
校
等
を
平
成
27
年
３
月
以
降
に
卒
業

し
た
方
（
概
ね
既
卒
５
年
程
度
）
ま
た

は
、
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
方

⃝
�

応
募
方
法　
吉
備
の
里
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kibinosato.or.jp

）

か
ら
「
職
員
採
用
試
験　
申
込
書
」
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
法
人
事
務
局
ま
で
メ
ー
ル
で
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
�

提
出
書
類　
卒
業
証
明
書
ま
た
は
、
卒

業
見
込
み
証
明
書
、
成
績
証
明
書
、
資

格
を
証
す
る
書
類
の
写
し
ま
た
は
資
格

取
得
見
込
証
明
書
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
（
履
歴
書
）

⃝
�

応
募
・
書
類
提
出
期
限

　
令
和
元
年
７
月
12
日
㈮
（
消
印
有
効
）

⃝
�

採
用
試
験

　
令
和
元
年
７
月
20
日
㈯

　
適
性
試
験
、
作
文
、
面
接

【
お
問
い
合
わ
せ
及
び
書
類
提
出
先
】

　
〒
７
０
９

−

２
３
４
４

　

�

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
上
野
２
３
２
０

−

１
０　
社
会
福
祉
法
人
吉
備
の
里

　
法
人
事
務
局
（
事
務
局
長　
山
﨑
弘
一
）

�

☎
０
８
６
６

−

５
６

−

８
２
１
６

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

�

　

kibisato@
kibinosato.or.jp

岡
山
県
農
業
大
学
校
の
令
和
２

年
度
入
学
生
募
集
に
つ
い
て

　
農
業
大
学
校
は
、
将
来
農
業
経
営
を
志

す
方
や
農
業
に
関
心
の
高
い
方
が
、
農
業

に
関
す
る
幅
広
い
技
術
と
知
識
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
教
育
施
設
で

す
。
園
芸
課
程
と
畜
産
課
程
の
２
課
程
が

あ
り
、
園
芸
課
程
に
は
果
樹
・
野
菜
・
花

き
、
畜
産
課
程
に
は
和
牛
の
コ
ー
ス
を
設

け
て
い
ま
す
。
場
所
は
、
赤
磐
市
東
窪
田

に
本
校
が
あ
り
、
久
米
郡
美
咲
町
北
に
分

校
（
畜
産
課
程
）
が
あ
り
ま
す
。
修
業
年

限
は
２
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
受
験
資
格
は
、
令
和
2
年
3
月
末
時
点

で
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
方
、
ま
た

は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
方
で
す
。

　
な
お
、
令
和
元
年
７
月
26
日
㈮
、
８
月

23
日
㈮
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
農
業
に
興
味
と
意
欲
の
あ

る
若
い
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン

タ
ー
農
業
大
学
校
も
し
く
は
最
寄
り
の
農

業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

�

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業

大
学
校

�

☎
０
８
６

−

９
５
５

−

０
５
５
０

戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ん
へ
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令
和
元
年
度「
和
牛
入
門
講
座
」

受
講
生
募
集
!!

あ
な
た
の
夢
を
応
援
し
ま
す
！

お
か
や
ま
で
和
牛
を
飼
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？�
︿
参
加
費
無
料
﹀

■�

目
的
・
内
容　
和
牛
繁
殖
経
営
に
必
要

な
知
識
や
技
術
を
習
得
出
来
る
よ
う
、

講
義
や
牧
場
体
験
実
習
、
家
畜
市
場
の

視
察
等
を
実
施
し
ま
す
。

■�

募
集
対
象　
和
牛
の
飼
育
に
興
味
が
あ

り
、
将
来
岡
山
県
で
就
農
・
新
規
参
入

を
希
望
し
て
い
る
方
（
10
名
程
度
）

■�

開
講
日
時　
８
月
17
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
３
時　
﹇
第
１
回
目
（
全
４
回
）﹈

■�

開
催
場
所　
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ

ン
タ
ー
畜
産
研
究
所
（
美
咲
町
）

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先
】

　
（
一
社
）
岡
山
県
畜
産
協
会　
経
営
支
援

　
部
経
営
対
策
班

　

�

☎
０
８
６

−

２
２
２

−

８
５
７
５

　
お
か
や
ま
畜
産
ひ
ろ
ば

　

http://okayam
a.lin.gr.jp/

岡
山
県
愛
の
血
液

�

助
け
合
い
運
動

　
例
年
夏
場
に
は
、
暑
さ
に
よ
る
疲
れ
な

ど
の
理
由
に
よ
り
、
献
血
い
た
だ
け
る
方

が
減
少
し
、
血
液
製
剤
の
安
定
的
な
確
保

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
毎
年
７
～
８
月

の
２
ヵ
月
を
「
岡
山
県
愛
の
血
液
助
け
合

い
運
動
」
月
間
と
し
て
、
一
人
で
も
多
く

の
県
民
の
皆
さ
ま
が
献
血
に
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
夏
場
の
医
療
に
必
要
な
血
液
製
剤
を
確

保
す
る
た
め
、
特
に
４
０
０
竓
献
血
ま
た

は
成
分
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
献
血
場
所
は
、
岡
山
市
北
区
い
ず
み
町

の
岡
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
内
に
あ

る
「
献
血
ル
ー
ム
う
ら
ら
」、
岡
山
市
北
区

表
町
の
「
献
血
ル
ー
ム
も
も
た
ろ
う
」
の

ほ
か
、
県
内
各
地
を
移
動
献
血
車
が
巡
回

し
て
い
ま
す
。

　
移
動
献
血
車
の
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
県
庁
医
薬
安
全
課
、
最
寄
り

の
保
健
所
、
市
役
所
、
町
村
役
場
ま
た
は

岡
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
県
医
薬
安
全
課

�

☎
０
８
６

−

２
２
６

−

７
３
４
１

　
岡
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
８
６

−

２
５
５

−

１
２
１
１

「
お
か
や
ま
果
物
時
間
」

�

始
ま
り
ま
し
た
！

　
７
月
か
ら
11
月
ま
で
の
５
ヵ
月
間
、「
フ

ル
ー
ツ
＆
ア
ー
ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
９
「
お
か
や
ま
果

物
時
間
」
を
開
催
中
で
す
。

　

昨
年
度
好
評
だ
っ
た
、
飲
食
店
で
フ

ル
ー
ツ
メ
ニ
ュ
ー（
パ
フ
ェ
、
か
き
氷
、
パ

ン
、
パ
ス
タ
、
ピ
ザ
な
ど
）
が
楽
し
め
る

「
絶
品
フ
ル
ー
ツ
め
ぐ
り
」
が
参
加
店
舗
を

拡
充
し
て
再
登
場
す
る
ほ
か
、
岡
山
駅
か

ら
農
園
ま
で
期
間
限
定
で
運
行
す
る
「
お

か
や
ま
桃
狩
り
バ
ス
」
や
「
お
か
や
ま
マ

ス
カ
ッ
ト
狩
り
バ
ス
」
な
ど
、
く
だ
も
の

王
国
お
か
や
ま
な
ら
で
は
の
企
画
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。
詳
し
く
は
「
岡
山
観
光

Ｗ
Ｅ
Ｂ
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
県
観
光
課

�

☎
０
８
６

−

２
２
６

−

７
３
８
２

犬
や
猫
の

�

新
た
な
飼
い
主
募
集
！

　
岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保

護
・
収
容
し
た
犬
や
猫
に
新
し
い
飼
い
主

を
見
つ
け
る
た
め
、
犬
・
猫
の
譲
渡
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

犬
や
猫
の
譲
り
受
け
を
ご
希
望
の
方

は
、
譲
渡
条
件
の
説
明
と
動
物
に
関
す
る

法
令
や
飼
育
方
法
な
ど
を
学
ぶ
、
飼
い
方

講
習
会
を
受
け
た
後
で
、
譲
渡
会
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
た
に
犬
や
猫

を
家
族
の
一
員
と
し
て
迎
え
、
最
期
ま
で

愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
飼
い
た
い
と
お
考

え
の
方
は
、
ぜ
ひ
譲
渡
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
開
催
日
時
は
、
７
月
か
ら
、
飼
い
方
講

習
会
が
第
２
日
曜
日
、
第
２
日
曜
日
の
次

の
木
曜
日
、
第
４
日
曜
日
の
午
前
10
時
～

11
時
、
譲
渡
会
は
第
１
日
曜
日
、
第
２
日

曜
日
、
第
２
日
曜
日
の
次
の
木
曜
日
、
第

４
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
正
午
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
岡
山
県
動
物
愛
護
財
団
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先
】

　
岡
山
県
動
物
愛
護
財
団

�

☎
０
８
６

−

７
２
４

−

３
２
８
８

�

（
火
曜
日
休
み
）

　

h
ttp

://w
w
9
.tik

i.n
e
.jp
/�

~okadouaizai/

　
岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
愛
護
課

�

☎
０
８
６

−

７
２
４

−

９
５
１
２
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INFORMATION

　
夏
は
水
の
事
故
や
山
岳
遭
難
が
多
く
発

生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

⃝

水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は

・�

落
ち
る
危
険
性
の
あ
る
場
所
、
流
れ
が

激
し
い
場
所
、
水
深
が
深
い
場
所
な
ど

に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・�

悪
天
候
時
は
レ
ジ
ャ
ー
を
中
止
し
ま

し
ょ
う
。

・�

海
や
川
な
ど
で
の
レ
ジ
ャ
ー
で
は
、
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
。

・�

必
ず
大
人
が
付
き
添
っ
て
、
子
ど
も
だ

け
で
は
水
遊
び
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
常
に
目
を
離
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

河
川
水
位
に
注
意
し
、
浸
水
が
始
ま
る

前
に
で
き
る
だ
け
早
く
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

⃝

山
岳
遭
難
を
防
ぐ
た
め
に
は

・�

体
力
、
体
調
、
登
山
の
経
験
な
ど
に
見

合
っ
た
山
を
選
び
、道
具
を
整
え
て
、余

裕
の
あ
る
安
全
な
登
山
計
画
を
立
て
ま

し
ょ
う
。

・�

オ
ン
ラ
イ
ン
登
山
届
シ
ス
テ
ム
「
コ
ン

パ
ス
」
で
も
提
出
が
で
き
ま
す
。
警
察

署
な
ど
に
登
山
計
画
書
を
提
出
し
ま

し
ょ
う
。

・�

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

通
信
手
段
を
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

・�
悪
天
候
時
は
、
登
山
を
中
止
し
ま
し
ょ

う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
県
警
察
本
部
地
域
課

�

☎
０
８
６

−

２
３
４

−

０
１
１
０

夏
期
に
お
け
る
水
難
・ 

�

山
岳
遭
難
の
防
止

　吉備高原医療リハビリテーションセンターの役割は２つあり
ます。１つは、障がい者の方々のリハビリです。もう１つは、
吉備中央町に住む方々の健康をお守りする地域医療です。
　私は今後、地域の方々お一人お一人に寄り添い、内科診療に
励んでいきたいと思っております。少しでも地域医療にお役に
立てるよう、努めてまいります。
　長年、腎臓病・高血圧の診療にたずさわってきましたので、
そちらを得意としていますが、内科全般で対応しますので、お
気軽にご相談ください。また、クリニック、地域の病院、総合
病院、大学病院とあらゆる場での診療経験が豊富ですので、そ
の点でもご安心ください。
　どうぞ、よろしくお願いいたします。

　吉備高原医療リハビリテーションセンターに４月から常勤医師として、浪越為八（なみこし ため
はち）医師が第二内科部長に着任されました。浪越先生は内科診療を専門としており、川崎医療大
学附属病院や倉敷成人病センター等に勤務された経験があります。剣道５段の腕を持ち、月に一度
は道場に通い鍛練されているそうです。吉備中央町でのご活躍を期待しています。

浪越為八第二内科部長

新しい先生が着任されました！
吉備高原医

療リハビリテーションセンター
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みなさんからお便り・イラスト・写真をお待ちしています。

みんなの
ページ

おめでとう
満１歳

お誕生日おめでとう。
可愛い笑顔が大好きだよ！
すくすく大きくなってね！

● 平成30年７月７日生まれ 瀧た
き
も
と本

　
綾あ

や
み美

ち
ゃ
ん
（
円
城
）

いっぱい笑って
元気に大きくなってね。

● 平成30年７月14日生まれ 河か
わ
う
ち内

　
海か

い
と斗 

ち
ゃ
ん
（
吉
川
）Happy

Birthday!

団 体 名 　豊野公民館英会話クラブ
活動内容 　「日常会話」を３名のALTの先生から学びます。

開催日時 　�隔週の火曜日（月２回）午後６時30分～８時

開催場所 　豊野公民館（２階）

募集内容 　�どなたでも参加できます。特に初心者の方大歓迎で
す！会費は１回500円です。

町内で活動しているスポーツや文化活動、地域づくりに取り組んでい
る団体・グループを紹介します。掲載を希望される場合は、企画課公
聴広報班にご応募ください。

みんなが
主役

～子どもたちにエール～

お問い合わせ先 　☎0866−56−6506（渡辺）

左からジャーさん、アミーシャさん、
マリーさん

アットホームな雰囲気の
中で、

日常会話を学べます。英語
に興

味のある方、一から英会話
を学

びたいと思っている方、ぜ
ひ教

室に遊びに来てください！

Let’s try English !

輝かしい誉れ ～栄光をたたえます～

　４月27日から開催された春季岡山県高等学校野球大会で準優勝を
しました。昨年の秋の大会では、県大会で優勝しながらも中国大会でベスト８と結果を出せず残念ながら目標
であった選抜甲子園出場を果たすことができませんでした。その悔しい思いをこの春の大会にぶつけましたが
優勝することができませんでした。しかし、準決勝の玉野光南高校戦では先発投手として勝利に貢献できたこ
とは大きな自信になりました。
　小学校２年生から野球を始め、多くの人に支えられてここまで来ることができました。その方々への感謝の気
持ちを胸に、最後の夏の選手権大会出場を目指し頑張っていきたいと思いますので、応援よろしくお願いします。

畠木慎之介さんの Comment

岡山県立倉敷商業高等学校３年　硬式野球部（投手）

  畠木　慎之介 さん（竹荘）
◇平成31年度　春季岡山県高等学校野球大会
　（平成31年４月27日～令和元年５月４日 
� 　マスカットスタジアム等）　準優勝
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
豊
野
に
あ
る
丸
い
田
ん
ぼ
「
主
基

田
」で
の
お
田
植
え
祭
の
様
子
で
す
。

３
畝
ほ
ど
の
大
き
さ
で
川
沿
い
に
桜

の
木
が
あ
り
風
情
が
あ
り
ま
す
。
お

田
植
え
祭
を
終
え
た
児
童
は
川
に
入

り
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
昔
の
子
ど
も

た
ち
も
同
じ
よ
う
に
遊
ん
で
い
た
の

か
な
と
、
変
わ
ら
ぬ
風
景
が
目
に
浮

か
び
ま
し
た
。

EVENT INFORMATION
イベント情報

「第32回宇甘渓夏祭り in 下加茂」
　今年で32回目を迎える宇甘渓夏祭りが、加茂川総合事務所にて
開催されます。地元グループによる「鮎の塩焼き」や「やきとり」
等を冷たい飲み物と堪能できるお祭りです。
　また、カラオケ大会や素敵な景品が当たるビンゴ大会も行われ
ますので、ぜひご来場ください！

日　　時 　�令和元年７月26日㈮　�
午後６時〜９時

場　　所 　加茂川総合事務所前駐車場

第20回レインボーフェスティバル2019
日　　時 　令和元年７月13日㈯　午後４時～10時
場　　所 　ロマン高原かよう総合会館前駐車場
主　　催 　レインボーフェスティバル実行委員会

お問い合わせ先 　�宇甘渓をきれいにする会（事務局・吉備中央町商工会） 
☎0866－54－1062

お問い合わせ先 　協働推進課　地域振興班　☎0866－54－1301

10％
お得な前売券販売中

おいしいバザーがズラリ！

迫力のある倉敷天領太鼓ステージ！

夜空がキラリ！打上花火！

ご家族お揃いでお越しください！

【
編
集
後
記
】

▼
岩
倉
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
会
式
の

時
の
こ
と
で
す
。
聞
き
覚
え
の
あ
る

声
が
し
て
、
ふ
と
見
上
げ
て
み
る
と

上
空
に
青
い
鳥
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が

飛
ん
で
い
ま
し
た
。
今
年
も
彼
ら
が

町
を
訪
れ
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。

　

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
名
前
の
由
来

は
、「
ぶ
っ
ぽ
ぅ
そ
ぅ
」
と
鳴
く
コ
ノ

ハ
ズ
ク
と
間
違
え
ら
れ
た
か
ら
だ
そ

う
で
、実
際
に
は
「
ゲ
ッ
ゲ
ッ
ゲ
ッ
」

と
な
ん
と
も
可
愛
ら
し
い
声
で
鳴
き

ま
す
。
姿
は
「
森
の
宝
石
」
と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
青
色
が
美
し
く
、
オ
レ
ン

ジ
色
の
く
ち
ば
し
が
特
徴
的
で
す
。

　
町
内
に
は
約
４
０
０
ヵ
所
に
巣
箱

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
繁
殖
場
所
と

し
て
や
っ
て
き
ま
す
。
町
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
へ
そ
っ

ぴ
ー
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
ブ
ッ
ポ

ウ
ソ
ウ
、
今
年
も
た
く
さ
ん
姿
を
見

せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。�

難
波

25 2019.７月号　広報 



　５月７日花咲き誇る季節、お釈迦様の生誕を祝う花祭りが開催されました。花
祭りには吉川保育園児15名と吉川老人クラブ10名が参加しました。まず園児た
ちが花御堂の中にある誕生仏に甘茶をかけ合掌。次に老人クラブの方と一緒に
輪になり数珠を回して、健やかな成長を祈願しました。その後、花祭りの歌を
披露し、北野恵祥住職による紙芝居を楽しみました。

　５月12日、吉備中央町の自然や町並みを肌で感じることを目的に第10回吉備
高原フットパスウォーク会が開催されました。当日は、町内外から過去最多の55
名の方々が参加され、天候はこれ以上ないほどの晴天で絶好のウォーキング日和
でした。きびプラザを出発し、自然レクリエーション展望台や東西住区を経てき
びプラザへ戻る約６㎞のコースを楽しみながら散策しました。参加者の中には
「今回はじめて吉備中央町に訪れた。たくさんの緑の中を散策することができ、自
然を満喫できた」と話されていました。

岩倉山ウォーキング

健やかな成長を願う

新緑の吉備高原を歩く

TOPIC 1

TOPIC 2

TOPIC 3

　５月５日新緑香る中、第15回岩倉山ウォーキングが開催されました。当日は
晴天に恵まれ町内外から約120名が参加、３㎞コースと５㎞コースに分かれて、
家族や友人たちと初夏の岩倉山散策を満喫していました。ウォーキング後は地
域住民の方により、ばら寿司と豚汁が振る舞われ、令和元年を記念した紅白餅
も配られました。また、閉会式にはお楽しみ抽選会が行われ、お米や猪の革細
工など吉備中央町の特産品が配られました。

PHOTO
TOPICS

広報 　2019.７月号 2626



　５月19日、岡山県消防学校で第66回岡山県消防操法訓練大会が開催され、吉備中央
町からは下竹荘分団が小型ポンプ操法の部に出場しました。
　指揮者の号令に合わせ俊敏な動きで配置に着き操作開始。ホースを繋げ火点への放
水を実演、収納・撤収まで一連の操作を披露し、１年間にわたる訓練の成果を発揮し
ました。この日は、消防団員や町関係者など約60名が応援に駆け付け、息の合った操
作に声援を送っていました。

田んぼで遊んだよ

第66回岡山県消防操法訓練大会
�～ 下竹荘分団出場～

TOPIC 4

TOPIC 5

　５月14日初蝉の鳴く中、津賀幼稚園付近の田んぼで、津
賀幼稚園児とその保護者20名が参加し田んぼ遊びが行われ
ました。田んぼを提供している清本孝司さん（上加茂）は
「子どもたちが入るために田んぼを２回練って柔らかくして
おいた。子どもたちの笑い声が聞こえることが嬉しい」と話
されていました。田んぼに入る機会が少なくなる中、全身泥
んこになって親子で楽しんでいる光景が素敵でした。

指揮者　班長　山本　裕弘
１番員　団員　池上　友弥
２番員　団員　神原　大樹
３番員　団員　神原　辰也
補助員　部長　武村　雄治

PHOTO
TOPICS
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【編集発行】
吉備中央町企画課　〒716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

人口の
　うごき

人　口　11,335人（−26） 男　5,485人（−16）
女　5,850人（−10） 世　帯　5,379戸（−５）

●火 災 情 報  ☎086－226－0119（現在の火災情報）

●岡山市内救急病院案内  ☎086－231－0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

※令和元年６月１日現在　（　）は前月との増減

香典返し（金一封）　� 山　健司（豊岡上）、土井　敏博（井　原）、沼本　成人（加茂市場）
この育英資金は皆さまからのご寄附によって運営しています。会計管理室、各支所、出張所でご寄附を随時受け付けています。

ご寄附に感謝します  育英資金（敬称略）

22世紀の理
ふ る さ と

想郷  吉備中央町

こどもたちの笑い声があふれる　懐かしくて新しい　ふるさとの創造

子育て世代包括支援センター
 吉備中央町
子育て世代包括支援センター
� ができました！
　子育て世代包括支援センターは、お子さんと保
護者の方が元気に過ごせるように支援する相談窓
口です。吉備中央町の一人ひとりのお子さんの成
長を共に見守り、喜び合い、できることを増やし
ていけるよう、そして保護者の方が楽しく子育て
ができるよう、一緒に考えていきます。お気軽に
ご相談ください。

・母子手帳の交付
・妊娠・出産に関する相談
・子育てに関する相談（訪問、電話、来所などで相談に応じます）
・保育園・幼稚園・こども園、子育てひろば等に出向いての相談
・関係機関との連絡・調整

　＊�吉備中央町では、妊娠期から子育て期まで切れ目なく支援が受けられるよう、
関係機関が連携しています。

こんな支援をします

場　所

お問い合わせ先 　保健課　地域保健班　☎0866－54－1326

賀陽庁舎　保健課内
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